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＜専門問題＞ 

 

[専門問題 1 世界建築史]：解答例 

問１ 解答例（以下のような意味内容を示していること） 

神の光を取り入れるために壁体の開口部が大きくなり、交差リブ・ヴォールトを構造とする

かたちが出来上がる。さらに飛梁により力を外側に逃して、身廊の空間を高くし、アーケー

ドの上にトリフォリウムが形成され、クレアストーリーへとつながる構成ができあがった。 

あくまで視覚上の整合性から成立したもので、構造的合理性で説明されるのは後世の解釈

である。 

サン＝ドニ修道院附属聖堂が最初の事例とされる。 

 

問 2 解答例（以下のような意味内容を示していること：以下同様） 

・ル・トロネ修道院 

 

1160-1200 年頃、ロマネスク様式 

シトー会の修道院で、無装飾の石造教会堂、尖頭アーチ断面のトンネル・ヴォールト構造で、

集会室にはリブ・ヴォールトがみられ、ゴシックを予見させる。 

・ローマ、サン・カルロ・アッレ・クァットロ・フォンターネ教会堂 

1638 年建設開始、バロック様式、ボッロミーニ 

バロック様式を代表する作品、楕円形のエンタブラチュアを中心として 4 方向に祭壇を設

置、波打つファサード、幾何学に基づいた設計。 

・ベルリン、アルテス・ムゼウム 

1825 年建設開始、新古典主義、カール・フリードリヒ・シンケル設計 

ファサードには古代ギリシャ・アテネのものをモチーフとしたイオニア式のポーティコ・列

柱廊を持つ。楕円形ホールを中心にして展示室を配置する革新的プラン。ボリューム、マス

の構成と空間性の表現はモダニズムを先取りしたものとされる。 

・コンスタンティノポリス（イスタンブール）、ハギア・ソフィア大聖堂 

537 年献堂、ビザンチン様式、東ローマ帝国ユスティアヌス帝により建造、トラレスのアン

テミオスとミレトスのイシドロスによる設計 

集中式プランとバジリカ式プランの融合、方形平面の上にドームを載せるためにペンデン

ティブを使用、中央ドームを受けるために四方向にアーチを架けて、ドームの水平水力に堪

えるために南北の控え壁と東西の半ドームを設置、補強のためにバットレスを構える。レン

ガ造の躯体にローマン・コンクリートを使用。 

・パリ、ラ・ヴィレット税関所 

1784 年建造開始、クロード＝ニコラ・ルドゥー設計 

「幻視の建築家」といわれるルドゥーの実作、新古典主義の建築ながら、円筒形と直方体の



組み合わせによる幾何学的なボリューム操作は近代建築の先駆的存在とされる。 

・長安大明宮含元殿 

唐代、太宗期の建造、634 年建造開始 

大明宮の外朝正殿にあたり、重要儀式や外国使節の謁見の際に使用された。 

凹型平面の基壇（闕型基壇）上に、中央の主殿と両翼の２つずつの５つの建物を配置した五

鳳楼のプランを採用。中央主殿は重層廡殿（入母屋）。 

・泉州開元寺双塔 

南宋、東塔 1238～1250 年、西塔 1228～1237 年建造 

寺は唐代創建だが数次にわたり再建される、東塔（鎮国塔）と西塔（仁寿塔）は当初木塔だ

ったが南宋代に石造で再建された。八角五層楼閣式の塔だが双方で細部が異なる。石造なが

ら木造の構造を再現しており、明代の地震を耐えた。東塔に顕著にみられる、壁面から垂直

方向に出る偸心造の斗栱に挿肘木を構えた斗栱は、福建地方にみられる構法であり、日本の

大仏様にも共通する。 

 

 

[専門問題２ 日本建築史]：出題意図と解答例 

出題意図： 

中世から近世初頭にかけて、支配者層の住宅において書院造が形成される過程を、キーワー

ドを用いて説明できるかどうかを問うた。 

 

解答例： 

鎌倉時代の中下級の公家住宅では、藤原定家邸にみられるように、寝殿に中門が直接取り付

く略式寝殿という形式が成立していた。さらに、寝殿においては母屋・庇を区分せず、内部

を建具でいくつかの部屋に仕切るとともに、柱も丸柱ではなく角柱を用いるようになる。 

 その一方で、支配者層の住宅では、対面や遊興のための会所が独立した殿舎として成立す

る。会所では、絵画や文房具を飾るために家具を用いていたが、のちにそれらは座敷飾のた

めの装置として住宅に作り付けられるようになる。書院造の現存最古の事例である東求堂

同仁斎では、ひとつの部屋に付書院と棚が備わっている。 

 さらに、室町期には寝殿をもたない支配者層の住宅も現れる。そうした住宅では常御所を

主要な殿舎として用いており、なかには略式寝殿と同じ形式をとり、会所を兼ねることもあ

った。 

 このようにして、常御所が会所を兼ねるようになることで、座敷飾のための装置が常御所

にも備わるようになる。近世初頭に建てられた園城寺光浄院客殿は書院造の代表的な事例

であり、上段の間に座敷飾が集中的に配置されている。これは、書院造の殿舎が対面儀礼に

用いられる際にその場を荘厳するために用いられたためだと考えられている。 

 



[専門問題３ 近現代建築史・建築論]：解答例 

問題３ 

問１ 

（１）アテネ憲章 

（２）丹下健三、広島平和都市計画または広島計画 

（３）ブラジルの新しい首都として建設されたブラジリアは、アテネ憲章で謳われた住まい

と労働、余暇といった生活環境とそれらを合理的に結合する交通空間という 4 つの機能を

充足する都市として建設された。官公庁や文化施設、居住地区がまとまりをもって配置され、

高層化により広場を設けたことによる公共空間の創出と緑地の確保、立体交差する道路計

画による安全面の配慮といった点にアテネ憲章の反映をみることができる。（196 字） 

（４） 

選択肢：アメリカ大都市の死と生 

論点：ジェイコブズは都市空間の多様性を重視し、短い街区による構成、複数の用途の混在、

異なる時代の建物の共存、人口集積の高密度化を挙げ、これらが揃うことで人々の活動と交

流が活発な都市になると論じた。（95 字） 

 

問２ 

（１）  A. 坂倉準三、鉄骨造 

B. 渡辺仁、鉄骨鉄筋コンクリート造 

C. 大江新太郎、鉄筋コンクリート造 

D. ル・コルビュジエ、鉄筋コンクリート造 

E. 片山東熊、煉瓦造 

（２） E→C→B→A→D 

（３） 帝国京都博物館は、フレンチ・ルネサンス様式を基調としながら、中心性の高い平

面構成や華やかな装飾的要素の配置などバロックへの指向性を備えた古典主義建築である

が、正面玄関のペディメントに仏教由来の神像を施すなど、細部には東洋的な意匠の折衷も

みられる。陳列室には天窓による自然採光が施されている。（145 字） 

（４） B 

（５） 東京帝室博物館は、洋風建築の構成を骨格とした鉄筋コンクリート造の建築であ

りなら、反りのある切妻の瓦屋根に代表されるような和風意匠を取り込んだ点に特徴があ

り、帝冠様式の一例として知られる。（94 字） 

（６） 1930 年代の設計競技は日本趣味を求める意匠条件が付されることが多く、示され

た参考平面図に和風の外観を付したような案の入選が重なった。東京帝室博物館の場合も

同様の条件が付され、抗議のため不参加を表明する者もいたが、前川國男は機能に忠実な建

築こそ日本的であるとして、敷地を超えた規模で平面計画を検討し直して図 1 の案を提案

した。（159 字） 



[専門問題４ 計画]：出題意図と解答例 

問 1 解答例 

① 2.0 ㎡ 

② ライフサイクルコスト 

③ ボンエルフ（ボンネルフ） 

④ 総合教室型 

⑤ ハフモデル 

⑥ 簡易宿所 

⑦ マッキントッシュ（Charles Rennie Mackintosh） 

 

問２ 解答例 

地震対策：書架が倒れないように床や天井に固定・上部を頭つなぎにする/資料が落下しに

くいように工夫/など 

火災対策：火の元を遠ざける/閉架書庫では本を破損させないように不活性ガスでの消火を

使用する/など 

水害対策：書庫は原則地下に設けない/なるべく地面より高い位置に書架を設ける/書架の

上部に給排水管を通さない/など 

 

問３ 解答例 

保育室から園庭への動線を短くする（テラス式玄関、下駄箱の位置）/保育室と園庭の境界

をなくし緩やかにつなぐ（幅の広い縁側やデッキ、開放的な建具・開口部）/園庭を魅力的

な行きたくなる空間とする/保育室から園庭の様子が見えるようにする（広い開口部）/保育

士から園児を見守りやすいようにする/など 

 

問４ 出題意図 

下記の①と②に挙げたもののいずれかの組み合わせにより創造される建築や空間について、

③の観点を極力多く含んだ多様な視点から総合的にその特質と可能性を述べる。 

 

① 構造種別：鉄筋コンクリート造、鉄骨造、木造、コンクリートブロック造など 

② 構造形式：ラーメン構造、壁式構造、組積造、トラス構造など 

③ 空間の印象・機能との関係・造形の多様性・構築可能規模・外部空間との関係・開放性・

閉鎖性・サスティナビリティなど 

 

 

 

 



[専門問題５ 計画]：出題意図と解答例 

[５] 

問１（6 点・５問＝30 点） 

Ⅰ群とⅡ群で、最も関係の深い組み合わせを選び、①－A のように答えなさい。 

〈Ⅰ群〉 

① 景観利益 ② 都市計画 ③ 街並み環境整備事業 ④ 土地区画整理 ⑤ 歴史まちづ

くり法 

〈Ⅱ群〉 

A：国立市マンション訴訟 B：街づくり協定 C：歴史的風致維持向上施設 D：用途地域 

E：換地 

 

【解答】 

① ―A 

② ―D 

③ ―B 

④ ―E 

⑤ ―C 

 

 

問２（20 点） 

景観法に基づく景観計画には、行為の制限の基準（景観形成基準）を定めることが可能であ

る。歴史的な街並みの残る地方都市において景観計画を作成する場合、その風景を保全する

ためにどのような行為の制限を定めることが望ましいと考えられるか、200 文字程度で簡潔

に説明しなさい。 

 

 

【解答の方針】 

採点の基準として、色彩・高さ・形態・材質などに関する制限が可能であることを記載した

上で、その制限の方針（風景の景観阻害とならないように高さの規制を定める、など）を説

明すること。 

 

 

 

 

 

 



[専門問題 6 構造]：解答例 

専門科目 

【６】 

問１ 

(1) 𝑙𝑎𝑒 = 8 m , 𝑙𝑏ℎ = 5 m ,  𝑙𝑏ℎ = 5√2 m ,  𝑙ℎ𝑖 = √10 m ,  𝑙𝑖𝑘 = 5 m 

(2) 𝐻𝑎 = −2𝑃 , 𝑉𝑎 = −
8

11
𝑃 , 𝑉𝑏 =

52

11
𝑃 

(3) 𝑁𝑎𝑒 = −2√3𝑃 , 𝑁𝑏𝑖 = −
10

3
𝑃 , 𝑁𝑏𝑗 = −2√2𝑃 , 𝑁𝑏𝑗 = −

4

3
√3𝑃  

(4) 𝑃𝑐𝑟 =
𝜋2𝐸𝐼

𝑙𝑘
2  

(5) 部材 bi , 𝑃 =
3

250
𝜋2𝐸𝐼 

 

問 2 

(1)  

軸力図 

 

 

せん断力図 

 

A

B
D

10 m

8 m

5 m

C



0.4 kN

0.4 kN

0 kN 0 kN 0 kN

A

B

D

10 m

8 m

5 m

C



3 kN

3 kN

0.4 kN 0.4 kN

5.6 kN





5.6 kN



 

曲げモーメント図 

 

 

(2) I = 6.67×107 mm4, Z = 6.67×105 mm3 

(3)  

 

(4)  

My になるとき 

 

 

A

B
D

10 m

8 m

5 m

C

24 kN・m

24 kN・m

28 kN・m

0 kN・m

0 kN・m

42 N/mm2

42 N/mm2

（圧縮）

（引張）





200 N/mm2

200 N/mm2

（圧縮）

（引張）



Mp になるとき 

 

My = 133 kN・m 

Mp = 200 kN・m  

 

(5) P = 21.4 kN 

 

問 3  = 40 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



200 N/mm2

200 N/mm2

（圧縮）

（引張）



[専門問題７ 構造]：解答例 

【 1 】 

問 1 

(1) 

① (i) 

② (r) 

③ (w)  

④ (p)  

⑤ (b) 

⑥ (e)  

⑦ (s) 

⑧ (o)  

⑨ (q) 

⑩ (m) 

⑪ (z) 

⑫ (l) 

⑬ (h) 

⑭ (j) 

⑮ (d)  

(2) 木造住宅の特徴的な壊れ方の一つとして「1 階部分の層崩壊」等を取り上げ，その原因

が耐力壁配置のバランス等にあることを説明できればよい． 

(3) 旧耐震基準（1981 年前）に建てられた木造住宅は、壁量や接合部強度が不足しているこ

とが多く、耐震性が低いため、崩壊・倒壊の割合が高くなっていることを説明できてい

れば良い． 

 

問２ 

(1)一般的な鋼材の応力－ひずみ関係の理解を問う問題である。 

応力―ひずみ関係の一般的な形状、降伏応力度 y=235N/mm2、引張強度 u=400N/mm2、

弾性域、塑性域を示すことができればよい。 

(2) 

①N1＝-50kN  、 N2＝160kN 

②部材Ⓐ、部材Ⓑの軸力の大きさは同じなので、必要溶接長は同じ。 

必要溶接長＝155mm 

 

問３ 

(1) 



①水セメント比に関する理解を問う問題である。 

水セメント比の定義について説明できればよい。また、水セメント比の大小によって、コン

クリートの流動性および強度がどのように変化するか整合していれば良い。 

②コンクリートの材料特性の理解を問う問題である。 

コンクリート強度の大小によって、ヤング係数がどのように変化するかを説明できれば良

い。 

(2) 

① 

 

    M 図             Q 図 

 

②モーメント図から、引張側（梁の上側）に鉄筋が配置されていれば良い。 

③0.00833 

④長期許容曲げモーメント 90.7kN·m 荷重 45.4kN  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２P P

⊕



[専門問題８ 設備]：解答例 

【８】 

問 1 

(1) ヒートアイランド現象 

都市の中心部の気温が周辺郊外よりも高温となり、その等温線を地図上に描くと島状を呈す

ることから名付けられた現象である。その主な原因は、都市中心部における緑地や開水面の

減少により、太陽熱が蒸発熱ではなく顕熱として大気を加熱すること、さらに電気や都市ガ

スの利用、自動車燃料の消費などの人工排熱、アスファルトやコンクリートによる蓄熱、建

物の密集などが挙げられる。 

 

(2) 予測平均温冷感申告 

人間の熱的快適性（暑さ・寒さの感じ方）を数値で予測する指標である。被験者の体感申告

を基に環境条件を+3 から-3 の 7 段階で評価した値であるが、-0.5＜PMV＜+0.5 の範囲が、

PPD（予測不満足者率）が 10％以下となる快適範囲とされている。 

 

(3) 空気齢 

流入口から出発して、室内のある点まで到達するのに要する時間を、人の年齢にたとえて空

気齢という。空気齢が小さいほど、空気は新鮮であることを意味する。 

 

問 2 

（１）×  

断熱性能を示す U 値（熱貫流率）は、値が大きいほど断熱性能が低い。 

又は、断熱性能を示す U 値（熱貫流率）は、値が小さいほど断熱性能が高い。 

（２）○ 

（３）×  

ペリメーターゾーンでは外気や日射の影響が大きいため、空調負荷はインテリアゾーンよ

り大きい。 

又は、インテリアゾーンでは外気や日射の影響が小さいため、空調負荷はペリメーターゾー

ンより小さい。 

（４）× 



気温・湿度・気流・放射・代謝量（作業量）・着衣量の６つの要素で決定される。 

又は、温熱６要素で決定される。 

（５）× 

定風量単一ダクト方式は、室毎に温度の調節ができない。 

又は、変風量方式は、室毎に温度の調節ができる。 

（６）○ 

問 3 

① 蛍光灯 

𝐸 =
𝑁𝐹𝑈𝑀

𝐴
 

800 =
3450 × 𝑁 × 0.7 × 0.8

6 × 15
 

𝑁 = 37.3 = 38 台 

45 × 38

6 × 15
= 19.0 𝑊/𝑚2 

 

② LED 

800 =
4800 × 𝑁 × 0.8 × 0.9

6 × 15
 

𝑁 = 20.8 = 21 台 

32 × 21

6 × 15
= 7.47 𝑊/𝑚2 

 

(19-7.47)/19*100=60.68=60.7% 



回答：LED によるエネルギー削減率は約 60.7％である。 

 

問 4 

熱貫流量 𝑄 = 𝐾𝐴∆𝑡 = 2 × 2 × 2 × (20 − 12) = 64 

熱伝達量 𝑄 = 𝛼𝐴∆𝑡 = 8 × 2 × 2 × (20 − 𝑡) = 32(20 − 𝑡) 

64 = 32(20 − 𝑡) 

𝑡 = 18.0 ℃ 

 

又は、 

𝜃𝑠𝑖 = 𝜃𝑖 −
𝐾

𝛼𝑖

(𝜃𝑖 − 𝜃𝑜) = 20 −
2

8
(20 − 12) = 18.0 ℃ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[専門問題９ 設備]：解答例 

【９】 

問 1 

ア. パッシブデザイン 

イ. 不均一放射  

ウ. ドラフト 

エ. 上下温度分布 

オ. 床表面温度 

カ. WBGT（暑さ指数） 

キ. 平均太陽時 

ク. マスキング効果  

ケ. ラッターエコー  

コ. ダブルスキン 

サ. ナイトパージ 

シ. 居住域（又は、タスク） 

（※イ～オの回答は順番が入れ替わっても問題ない） 

 

問 2 



残響時間 = 0.16
𝑉

𝐴
 

1.2 = 0.16
5000

𝐴
 

7.5 =
5000

𝐴
 

𝐴 = 667 𝑚2 

 

問 3 

𝑄 = 𝐴𝑉 

𝐴𝑎 =
𝜋

4
𝑑2 =

3.14

4
× 0.452 = 0.159 𝑚2 

𝐴𝑏 =
𝜋

4
𝑑2 =

3.14

4
× 0.202 = 0.0314 𝑚2 

28 × 10−3 = 0.15 × 𝑉𝑎 

𝑉𝑎 =
30 × 10−3

0.159
= 0.189 𝑚/𝑠 

𝑉𝑏 =
30 × 10−3

0.0314
= 0.955 𝑚/𝑠 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜設計＞：出題意図 

 

［論文型］ 

公立小学校が建つ住宅地に，登下校時や休日に児童が気軽に利用できるこども図書館を設

計する。 

所蔵冊数から開架書架や閲覧室の規模を適切に計画し，蔵書の管理や利用者の利便性に配

慮した設計ができるかどうかを問う課題である。 

一般的な建築設計の計画学的，構造学的知識，作図技能，表現技法に加え，児童という利用

者特性に配慮した寸法計画（とくに書架の段数や配置）や，遊びと学びを融合させた機能連

関についての提案性を評価する。 

また，設計主旨文やコンセプト図などによる補足的説明の適正さに加え，隣地の児童公園を

含む周辺環境との連続性など，建物の配置計画および適切な外構計画についても評価に加

える。 

 

なお，本問題については，問題文ならびに敷地図において，敷地寸法に誤解を招きうる表記

があったため，敷地を東西 40ｍ✕南北 40m，または東西 40m✕南北 50m のいずれの設定と

して解答しても，点数差が生じないように配慮して採点している。 

 

［特定課題型］ 

上記論文型の出題主旨および評価基準に加え，北隣する既存建物の利活用に関する提案性

や，自由提案となる付加機能と空間構成との整合性，および敷地周辺の文脈を読み込んだう

えでの都市空間としての社会的可能性について評価する。 

また，複数用紙にわたる図面表記において，的確な紙面構成や視覚的な訴求力などを有して

いるかどうかについても採点対象としている。 

 

なお，本問題については，問題文ならびに敷地図において，敷地寸法に誤解を招きうる表記

があったため，敷地を東西 40ｍ✕南北５0m，または東西 40m✕南北６0m のいずれの設定

として解答しても，点数差が生じないように配慮して採点している。 

 

 

 

 

 

 

 

 




